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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吊部材と、受部材とを有する天井材の吊木金具において、
　前記吊部材及び前記受部材は、Ｌ字状で、垂直方向に伸びる胴部及び水平方向に伸びる
連結部を有し、
　前記吊部材の前記胴部の背面側に掛部を有し、
　前記吊部材の連結部の下端、及び前記受部材の連結部の下端にはそれぞれ緩衝材を設け
、これらを上下で挟持された状態で当接して配設するとともに、
　前記吊部材の連結部、前記受部材の連結部及び前記緩衝材は、前記吊部材の連結部、前
記緩衝材、前記受部材の連結部、前記緩衝材の順で鉛直方向に貫通する固定軸により回動
自在に軸支されたことを特徴とする天井材の防振吊木金具。
【請求項２】
　前記吊部の前記胴部には貫通穴が形成されたことを特徴とする請求項１に記載の天井材
の防振吊木金具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井材を吊り下げる際に中継される部材を留める、天井材の防振吊木金具に
関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、上部床部から天井材を吊り下げる構造として、ボルトやナット等を使用した連結
部材にて連結し、天井材を保持していた（例えば、特許文献１及び２参照）。
【０００３】
【特許文献１】実開平６－２０６５２
【特許文献２】実公平５－２３６９３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ボルトとナット等の連結部材を連結した構造は、部材点数が多くなり、
構造が複雑で、組立作業が困難となる。また、この構造では上部床部からの振動が天井材
に伝わるのを十分抑えることは難しい。
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、天井材を少ない部材点数で確実に固定するとともに、振動が
天井材に伝わり難いように、天井材を吊ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するための手段は、下記の天井材の防振吊木金具及び天井材の防振吊構
造である。
【０００７】
　（１）吊部材と、受部材とを有する天井材の吊木金具において、前記吊部材及び前記受
部材は、Ｌ字状で、垂直方向に伸びる胴部及び水平方向に伸びる連結部を有し、前記吊部
材の前記胴部の背面側に掛部を有し、前記吊部材の連結部の下端、及び前記受部材の連結
部の下端にはそれぞれ緩衝材を設け、これらを上下で挟持された状態で当接して配設する
とともに、前記吊部材の連結部、前記受部材の連結部及び前記緩衝材は、前記吊部材の連
結部、前記緩衝材、前記受部材の連結部、前記緩衝材の順で鉛直方向に貫通する固定軸に
より回動自在に軸支されたことを特徴とする天井材の防振吊木金具。
【０００８】
　（２）前記吊部の前記胴部には貫通穴が形成されたことを特徴とする（１）に記載の天
井材の防振吊木金具。
【発明の効果】
【０００９】
　（１）の防振吊木金具のように、Ｌ字状に構成された吊部材及び受部材と、緩衝材のみ
から構成されると、部材点数が少なくて済む。また、吊部材及び受部材を固定軸により確
実に固定する。更に、２つの緩衝材が受部材を挟持した状態であるため、上部床部が振動
して吊部材が振動しても、緩衝材が振動を吸収する。このため、受部材に伝わる振動が干
渉され、受部材に繋がる天井材への振動を和らげることができる。
【００１０】
　（２）の防振吊木金具のように、前記受部材の前記胴部に前記貫通穴があると、前記掛
部がない側の前記胴部をも使用することができる。このため、前記防振吊木金具の上部を
前記吊木に取付けることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　〔実施例１〕
　図を用いて本発明の実施例１を説明する。図１（ａ）は防振吊木金具１の詳細構成を説
明するための正面方向から見た斜視図であり、図１（ｂ）は防振吊木金具１の詳細構成を
説明するための背面方向から見た斜視図である。図２は防振吊木金具１の連結構造を説明
するための断面図である。図３は防振吊木金具１の動的構造を説明するための斜視図であ
る。図４（ａ）は防振吊木金具１の実施例１の吊構造を示す斜視図であり、図４（ｂ）は
天井インサート３の正面及び側面図である。まず、防振吊木金具１の構造を説明した後、
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防振吊木金具１の吊構造を説明する。
【００１２】
　（防振吊木金具１の構造）
　図１乃至図４を用いて防振吊木金具１の構造を説明する。
【００１３】
　図１に示すように、防振吊木金具１は、上部床部に取付けられる天井インサート３（図
４（ａ）参照）に掛けるための吊部材10と、下方の天井材６（図４（ａ）参照）を受ける
ための受部材20とを有する。吊部材10及び受部材20は、金属の板状体をＬ字状に曲げて形
成される。また、吊部材10及び受部材20は、鉛直方向に伸びる胴部11、21及び水平方向に
伸びる連結部12、22が形成される。
【００１４】
　吊部材10の胴部11には、背面側に突出し天井インサート３の掛穴３ａ（図４（ｂ）参照
）に掛けるための掛部13が形成される。掛部13は他の形状であってもよい。また、掛部13
の上部には、背面側に突出するようにディンプル加工された凸部14が形成される。凸部14
があることで、掛部13を掛穴３ａに掛けた時に掛穴３ａの上部に当接して確実に位置決め
と抜け防止がなされる。
【００１５】
　また、吊部材10の胴部11には、掛部13や凸部14と異なる位置に貫通穴15が形成される。
尚、図１には２つの貫通穴を、互いに高さを変えて構成しているが、高さや数はこれに限
るものではない。即ち、釘等の固定部材を挿通して吊木等に固定することができればよい
。
【００１６】
　吊部材10の胴部11から連結部12にかけては、表面側に突出するようにリブ16が形成され
ている。これにより、吊部材10の強度が高くなっている。
【００１７】
　受部材20の胴部21の背面側には、図１（ｂ）に示すように、ガイド爪23が形成されてい
る。ガイド爪23があることで、受部材20の下部に吊木４（図４（ａ）参照）を固定する際
に、ガイド爪23を位置決めの基準とすることができる。
【００１８】
　また、受部材20の胴部21には、ガイド爪23と異なる位置に貫通穴24が形成される。貫通
穴24の高さや数は、これに限るものではない。
【００１９】
　受部材20の胴部21から連結部22にかけては、表面側に突出するようにリブ25が形成され
ている。これにより、受部材20の強度が高くなっている。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、吊部材10の連結部12の下端には、受部材20の連結部22が２
つの緩衝材30（上部緩衝材31、下部緩衝材32）で上下を挟持された状態で当接して配設さ
れている。尚、本実施形態における緩衝材30としては、ゴム等を使用している。
【００２１】
　図２に示すように、吊部材10の連結部12、受部材20の連結部22、及び２つの緩衝材30は
、これらを貫通するリベット等の固定軸41により軸支される。ここで、下部緩衝材32の下
端にはワッシャ42が配設され、固定軸41が、連結部12の上部からワッシャ42の下部まで貫
通することで、吊部材10と受部材20とを連結している。
【００２２】
　このように、吊部材10と受部材20とは、固定軸41とワッシャ42とで構成される連結部材
40によって回動自在に構成される。このため、図３に示すように、吊部材10に対して受部
材20の角度を変えた状態で固定することが可能であり、吊木４や天井材６やその野縁５の
角度に合わせて、吊部材10と受部材20の角度を自由に変えることができる。
【００２３】
　（防振吊木金具１の防振吊構造）
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　図４を用いて実施例１の防振吊木金具１の防振吊構造を説明する。
【００２４】
　図４に示すように、本実施例の天井材の防振吊構造は、床・屋根パネルからなる上部床
部２の下部に垂れ下がる天井インサート３と、天井インサート３の下に取付く防振吊木金
具１と、防振吊木金具１の下に取付く吊木４と、吊木４の下に取付く野縁５と、野縁５と
一体的な天井材６とを有する。
【００２５】
　床・屋根パネルからなる上部床部２は、軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）パネル等によ
り構成され、天井インサート３を吊り下げるためのスリットが形成される取付溝２ａが構
成される。
【００２６】
　天井インサート３は、図４（ｂ）に示すように、上部を取付溝２ａのスリットに取付け
るための取付部３ｂと、垂れ下がる部分の下部に形成される掛穴３ａと、を有する。材質
は金属や樹脂によって構成される。掛穴３ａの高さは、防振吊木金具１の掛部13を掛穴３
ａに掛けたとき、防振吊木金具１の凸部14がちょうど掛穴３ａの上部に当接するような大
きさである。この構成により、防振吊木金具１の掛部13を天井インサート３の掛穴３ａに
掛けると、掛穴３ａが、凸部14の上部と掛部13の下部とに当接し、確実に位置決めがなさ
れ、且つ抜け防止もなされる。
【００２７】
　吊木４は、上部床部２と天井材６との間に配設される木製の棒状体であり、防振吊木金
具１と、天井材６の野縁５とを連結する。
【００２８】
　尚、防振吊木金具１と吊木４との固定は、防振吊木金具１の受部材20の貫通穴24に釘等
の固定部材を挿通させて行う。また、吊木４と野縁５との固定も同様に、釘等の固定部材
によって行う。
【００２９】
　ここで、防振吊木金具１と吊木４とを固定する際には、防振吊木金具１のガイド爪23が
吊木４の上部に当接することで、確実に吊木４の位置決めを行うことができる。
【００３０】
　以上のような防振吊木金具１を使用することにより、また防振吊木金具１を用いた天井
材の防振吊構造とすることにより、次のような作用効果がある。
【００３１】
　防振吊木金具１は、吊部材10と受部材20との間に緩衝材30が配設され、受部材20は、上
部緩衝材31と下部緩衝材32とで挟持されている。これにより、上部床部２に振動が生じた
ときでも、上部床部２から天井インサート３を介して防振吊木金具１の吊部材10に伝播し
た振動は、緩衝材30により吸収される。このため、天井材６を受けている防振吊木金具１
の受部材20には振動が伝わらない。これにより、天井材６が振動することを抑制すること
ができる。
【００３２】
　防振吊木金具１は、吊部材10、受部材20、緩衝材30、連結部材40のみから構成され、部
品点数が少ない。また、吊部材10、受部材20は、金属の板状体をＬ字状に曲げて形成され
る簡単な構成である。このように、従来のような複雑な構成部材を必要としないため、部
材点数を削減することができる。また、吊部材10と受部材20にリブ16、25を形成すること
により、簡単な構成でありながら、天井材６を保持するのに十分な強度を保つことができ
る。
【００３３】
　また、受部材20は、吊部材10に対して連結部材40を中心に回動する。このため、天井材
６の野縁５の形成される方向に合わせて、受部材20の姿勢を吊部材10に対して任意の角度
に変更することができる。従って、防振吊木金具１は、より多くの種類の天井材６に適用
することができる。
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【００３４】
　また、防振吊木金具１は、掛部13が形成されており、容易に天井インサート３の掛穴３
ａに掛けることができる。このため、取付けが容易となり、作業効率がよくなる。
【００３５】
　（防振吊木金具１の他の防振吊構造）
　図を用いて本発明の防振吊木金具１の他の防振吊構造を説明する。図５は防振吊木金具
１の他の防振吊構造を示す斜視図である。防振吊木金具１の構造は同様であるため、同符
号を付すことで説明を省略する。
【００３６】
　図５に示すように、他の防振吊構造は、上部床部２の下部に垂れ下がる天井インサート
３と、天井インサート３の下に固定する吊木４と、吊木４の下部に取付ける防振吊木金具
１と、防振吊木金具１の下に取付く野縁５と、野縁５と一体的な天井材６とを有する。
【００３７】
　尚、天井インサート３と吊木４との固定は、天井インサート３に設けた不図示の貫通穴
若しくは天井インサート３に引っ掛けるなどして取付けた延長金具に設けた貫通穴に釘等
の固定部材を挿通させて行う。また、吊木４と防振吊木金具１との固定は、防振吊木金具
１の吊部材10に形成された貫通穴15から吊木４に対して釘等の固定部材を挿通させて行う
。また、防振吊木金具１と野縁５との固定は、防振吊木金具１の受部材20に形成された貫
通穴24から野縁５に対して釘等の固定部材を挿通させて行う。
【００３８】
　ここで、防振吊木金具１と野縁５とを固定する際には、防振吊木金具１のガイド爪23が
野縁５の上部に当接する。これにより、確実に野縁５との間で防振吊木金具１の位置決め
を行うことができる。
【００３９】
　本防振吊構造のように、吊木４の下に防振吊木金具１を取付ける場合には、吊木４に対
して防振吊木金具１の胴部11の表面側を当接する。このように、防振吊木金具１は、胴部
11の裏面側のみならず、表面側を部材に当接させて使用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本発明は、天井材を吊り下げる際に中継される部材を留める、天井材の防振吊木金具、
及びこれを用いた天井材の防振吊構造に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】防振吊木金具１の詳細構成を説明するための斜視図。
【図２】防振吊木金具１の連結構造を説明するための断面図。
【図３】防振吊木金具１の動的構造を説明するための斜視図。
【図４】防振吊木金具１の実施例１の防振吊構造を示す斜視図及び天井インサート３の説
明図。
【図５】防振吊木金具１の他の防振吊構造を示す斜視図。
【符号の説明】
【００４２】
　１…防振吊木金具、２…上部床部、２ａ …取付溝、３…天井インサート、３ａ …掛穴
、３ｂ …取付部、４…吊木、５…野縁、６…天井材、10…吊部材、11…胴部、12…連結
部、13…掛部、14…凸部、15…貫通穴、16…リブ、20…受部材、21…胴部、22…連結部、
23…ガイド爪、24…貫通穴、25…リブ、30…緩衝材、31…上部緩衝材、32…下部緩衝材、
40…連結部材、41…固定軸、42…ワッシャ
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